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「環太平洋パートナーシップに関する包括的及び先進的な協定の締結について

承認を求める件」に対する代表質問 

 

平成 30年 6月 1日 

国民民主党・新緑風会 藤田幸久 

 

【ＴＰＰ１１の国民生活への影響】 

１．ＴＰＰ１１による日本農業への打撃について（外相） 

 

【投資家保護協定の要素】 

２．ＴＰＰ１１の本質は自由貿易協定ではなく投資家保護協定ではないか 

（外相） 

 

【ＩＳＤＳ条項】 

３．なぜＩＳＤＳに固執するのか（外相） 

４．ＴＰＰはグローバル企業の権益拡大とマネーゲームになっているのではな

いか（外相） 

 

【ＴＰＰ１１における米国市場へのアクセス条項】 

５．米国市場へのアクセスと引き換えで受け入れた条項に対して、なぜ日本だ

け凍結したいという項目を提出しなかったのか（外相） 

６．日本が農業分野で凍結要求をしなかったために、日本が譲歩した乳製品の

輸入枠拡大により、国内農業は大打撃を被るが、認識はいかに？（外相） 

 

【酪農市場開放】 

７．ＴＰＰ１１及び「改正畜安法」により、酪農協の弱体化が進められている

のはＥＵの生産者団体の強化と真逆だが、どのように考えるか？（農水相） 

８．生乳生産の減少が加速し、バター不足の解消どころか「飲用乳が消える」

事態を招かないか？（農水相） 

９．国産牛乳さえも飲めなくなる危機に対して、「酪農版マルキン」などの対策

は考えているか？（農水相） 

【種子法】 

１０．グローバル種子企業の独占と米農家の危機についての対策は？（農水相） 

 

【ジェネリック医薬品】 

１１．長期的なジェネリック医薬品取得に向けた対策（厚労相） 
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【自動車・半導体・鉄鋼産業】 

１２．ＴＰＰ11を通じてどれぐらいの恩恵を受けるのか（経産相） 

 

【関税撤廃による生産者の損失】 

１３．ＴＰＰ11 による消費者利益を強調し、生産者損失を過小評価していない

か（農水相） 

１４．日本の農産物国内生産の減少を政府試算の範囲にとどめることは無理で

はないか（農水相） 

１５．食糧自給率を維持する国家安全保障の政策はいかに（農水相） 


